
 

 

 

 

入試に向けての最終確認～テストを受ける心構え 
前回の進路通信から入試に向けての確認事項を書いていますが、今回は入試当日のことや、入試

が終わってからのことをまとめました。しっかりと読んで、入試当日やそれ以降に慌てることがな

いようにしてください。特に新型コロナウイルスの影響で試験開始時刻や試験内容が変更されてい

る場合があるので、ホームページ等での確認をしっかりしておきましょう。 

 

実力を発揮することに全力を尽くそう 

そのために、以下のことに気をつけよう。 

■試験会場に入ったら、周りを見て大きく深呼吸しよう。 
まずは気持ちを落ち着かせること！ここまで頑張った自分の姿を思い出せば、きっと気持ちが落

ち着くはず。よい意味での緊張感を持って試験問題に向かおう。 

■トイレの場所は必ず確認しておこう。 

試験当日は寒い上に、どうしても緊張してしまいます。トイレの場所は必ず確認をしておこう！ 

■「はじめなさい」の合図があれば、『名前』『受験番号』を最初に書こう。 
『問題を解く』『答を書く』…それよりもまず【名前・受験番号】を書くのが一番大切です。 

出願～合否発表、入学までは、自分の『受験番号』は非常に大切な数字です。 

■「終了です」の合図があれば、すぐに手を止めよう。 
「もう少しで分かるのに…」「そこは最後に書こうと思っていたから…」と、試験終了の合図があ

ったのにそれを無視して何かを記入した場合、試験官の先生に『不正行為があった』と受け取ら

れても仕方ありません。当たり前のことですが、自分できちんと時間配分をして、試験終了の合

図があれば、すぐに手を止めて筆記用具を置くこと。 

■終わった試験の答え合わせをしない。 
休憩時間中に、提出した解答の答え合わせをしても何のプラスにもなりません。それは、帰りの

バスや電車の中ですれば良いこと。試験の合間の休憩時間は、「トイレに行っておく」「次の試験

科目の勉強をしておく」のがベストです。 

■試験中に何かあれば、試験官の先生に申し出よう。 
過去の入試について、ある中学校の進路担当の先生からこんな話を聞きました。  

『ある科目の時に、監督の先生が問題用紙を１枚配り忘れたらしくてね…うちの受験生も緊張で

言えなかったらしくて、結局１０分後に監督の先生が気付いてくれたんだけど…。』 

試験会場には複数の先生がおられるはずです。何かあれば遠慮なく手をあげて申し出ること。 

■「受験票」は入学手続きが済むまで保管し
ておこう！ 
「やっと入試が終わった！」と思っても、絶対に受

験票を無くしてはいけません。翌日以降に届くはず

の合格通知と一緒に、“正式に○○高校生になる４月

１日まで”は大切に保管しておくこと！受験番号は

メモしておくといいですね。 

 

 

 

◆合否通知が家に届いたら… 
各私立高校は、合否結果をみなさんの自宅へ速達で郵送します。１３日までに合否結果が家に届

いた場合は、１４日（月）に報告してください。不合格の場合はすぐに次の入試のこと（私立高

校であれば１．５次入試を受けるかどうか）を話し合わなければいけないので、忘れないように。 

 

しつこいようですが、もし、入試当日の朝に、何かトラブルがあれば・・・ 
入試当日の朝に『熱が出て体調が良くないから別室で受験したい。』『朝寝坊してしまった。どう
しよう？』等のトラブルが起こって困った場合には、次の★のようにして下さい。 
特に発熱していて、コロナやインフルエンザの疑わしい症状があり受験できそうにない、または
何とか受験できそうだが別室で受験したいときはすぐに中学校に連絡してください。中学校から
高校に連絡をします。もしきちんとした理由で受験できなかった場合は、多くの高校で追試験を
実施してくれます。詳しくは出願時にもらったプリントで確認しておいてください。 
 

★体調を崩した場合は、当日の朝（６：３０以降）、東能勢中学校（０７２―７３９―００１４）へ
連絡して下さい。６：３０～１７：３０頃なら３年生の先生が万が一のトラブルに対応できるよ
うに待機しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万が一、出題範囲外の問題が出ていたら…（大阪府内の私立高校に限る） 
  大阪府内の私立高校に限りますが、毎年、「この時期は、すべての中学校で確実に履修し終
えているわけではないため、この範囲は出題しないでほしい」という範囲を豊能地区内の全
中学校で教科ごとに集約し、各私立高校へ申し入れをしています。もし、「明らかに習ってい
ないところが出ていた」という場合は、2月 10日（木）の夕方 17時半までに、東能勢中学
校へ連絡してください。その場合は、学年団の各教科の先生にまず相談をしてください。「そ
の問題は明らかにこの時期の入試で出題するべきではない」と学校で判断した場合、必要な
手続きをとり、高校側へ連絡するようにします。 
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保護者の皆さまへ 以下の点にご注意ください 

①私立高校を専願合格すれば、後日、入学手続きや制服採寸・教科書購入等の手続きで、高

校へ行くときがあります。土曜・日曜ならば構いませんが、高校からの指示で平日に行か

なければいけない場合には、事前に担任に「登校日程」を必ず連絡して下さい。 

②専願合格者の入学金等の費用の払い込み期限は、２月中旬～３月上旬（高校によって日程

は異なります）が多いです。これら諸経費は如何なる理由があっても期限内に払い込まな

ければ【合格取り消し】となってしまいます。入試要項・合否通知封筒にある書類等を見

ていただき、期限内に必ず払い込みを済ませて下さい。 

③私立高校に併願合格した人の入学手続きは、ほとんどの高校で『公立一般選抜発表後（３

月 17日を含めての指定日）』となっていますが、こちらも高校によって対応、期限は異な

ります。公立入試で残念な結果になった場合は、併願合格している私立高校へ指定された

期限内に入学手続きを必ず取って下さい。ただし、公立の一般選抜がコロナ関係で受験す

ることができず、18日の追学力検査になった場合は、特別な例として、事前に申請してお

けば、私立高校の入学手続きを遅らせることができます。そのような事例が起こった場合、

中学校側が対応し、保護者に連絡させていただきます。 

④入学手続きをきちんと終えるまでは『合格通知書』『受験票』を大切に保管しておいて下さ

い。 

⑤公立入試に関する出願書類、受験料振込書等は全て中学校で用意して受験希望生徒に渡し

ますので、私立入試の時のように各高校へ取りに行っていただく必要はありません。 

 なお、特別選抜を受験する生徒にはすでに配付しました。 

□一般選抜を受験する生徒には、２月１７日に必要書類一式を配付します。 

※何かご不明な点がございましたら、各担任までご連絡下さい。 

サクラ 

  咲け！ 


